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小
説

「神
の
汚
れ
た
手
」

や
エ
ッ
セ
ー

「老
い
の
才

覚
」
で
知
ら
れ
る
作
家
で
、

文
化
功
労
者
の
曽
野
綾
子

（そ
の
。
あ
や
こ
、
本
名
三

浦
知
寿
子
＝
み
う
ら
・
ち
ず

こ
）
さ
ん
が
２
月
２８
日
午
後

２
時
５９
分
、
老
衰
の
た
め
、

東
京
都
の
病
院
で
死
去
し

た
。

９３
歳
。

聖
心
女
子
大
在
学
中
に
参

加
し
た
同
人
誌

「新
思
潮
」

で
、
後
に
文
化
庁
長
官
を
務

め
た
作
家
三
浦
朱
門
さ
ん
と

知
り
合
い
、
結
婚
。

５４
年
に

「遠
来
の
客
た
ち
」
が
芥
川

賞
候
補
と
な
り
、
有
吉
佐
和

子
さ
ん
や
瀬
戸
内
晴
美

（寂

聴
）
さ
ん
と
と
も
に

「才
女

に
よ
る
強
制
、〈哭
「
、誘
導
な

ど
に
よ
っ
て
住
民
が
集
団
死

「さ
せ
ら
れ
た
」と
訴
え
た
。

教
科
書
裁
判
は
最
高
裁

（９７
年
）
で
、
「集
団
自
決
」
の

原
因
に
日
本
軍
の
存
在
と
誘

導
が
あ
っ
た
と
認
定
し
、

目
不一局
な
犠
孵
踊
中精
神
に
よ

る
も
の
と
美
化
す
る
の
は
当

た
ら
な
い
」
と
し
て
国
側
の

主
張
を

一
部
退
け
た
。

家
永
教
科
書
裁
判
で
証
言

に
立
っ
た
石
原
氏
は
曽
野
氏

に
つ
い
て

「沖
縄
戦
で
の
被

害
住
民
を
、
国
の
た
め
に
殉

じ
た
尊
い
死
で
あ
り
、
決
し

時
代
」
の
到
来
と
注
目
さ
れ

た
。沖

縄
戦
関
連
の
本
も
複
数

出
版
し
て
い
る
。
１
９
７
０

年
に
は
沖
縄
戦
当
時
の
女
生

徒
の
動
き
を
追
っ
た

「生
贄

の
島
　
沖
縄
女
生
徒
の
記

録
」
、７３
年
に
は
渡
嘉
敷
島
の

「集
団
自
決
穴
強
制
集
団
死
）

を
題
材
に
し
た
「あ
る
神
話

の
背
景
―
沖
縄
・渡
嘉
敷
島

の
集
団
自
決
」
を
発
刊
し
た
。

「あ
る
神
話
の
背
景
」
で

は
、
渡
嘉
敷
島
で
発
生
し
た

「集
団
自
決
」
に
軍
の
命
令

て
軍
の
本型
「
に
よ
る
死
で
は

な
い
と
論
陣
を
張

っ
て
き

た
」
と
指
摘
。
「日
本
軍
は

『軍
官
民
其
生
其
塞

の
方
針

に
よ
り
、
住
民
の
投
降
を
許

さ
な
か
つ
た
。住
民
が
軍
に

よ
り
集
団
死
に
追
い
込
ま
れ

た
真
実
を
直
視
す
る
必
要
が

あ
る
」と
語
っ
た
。２
０
１
１

年
に
最
員
裁
判
決
が
確
定
し

た
、作
家
大
江
健
三
郎
氏
の

著
書
「沖
縄
ノ
ー
ト
」
の
記
述

を
巡
る
訴
訟
で
は
、
「集
団
自

決
」
に
お
い
て
目
愛
巴
「軍
関

与
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
（吉
田
健

ご

曽
野
綾
子
さ
ん
死
去

９３
歳
作
家
「あ
る
神
話
の
背
景
」

渡
嘉
敷
「集
団
自
決
」美
化

「軍
命
な
か
っ
た
」
と
主
張

沖
縄
戦
に
お
け
る
渡
嘉
敷

島
で
の

「集
団
自
決
」

（強

制
集
団
死
）
に
つ
い
て
、

「軍
命
は
な
か
っ
た
」
と
し

た
曽
野
綾
子
氏
の
著
書
や
主

張
は
、
１
９
７
０
年
以
降
、

住
民
の
強
制
集
団
死
を
殉
国

死
と
し
て
美
化
す
る
歴
史
修

正
主
義
の

「理
論
的
支
笹

（石
原
昌
家
沖
縄
国
際
大
名

誉
教
授
）
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
。

日
本
政
府
は
８８
年
、
歴
史

教
科
書
検
定
に
お
け
る

「集

団
自
決
」
の
記
述
を
巡
る
家

永
教
科
書
裁
判
で
、
曽
野
氏

を
国
側

（被
告
）
の
証
人
と

し
て
起
用
。
曽
野
氏
は
著
書

「あ
る
神
話
の
背
景
」
の
取

材
で

「自
決
命
令
が
あ
っ
た

証
拠
は
な
い
」
と
証
言
し

た
。　
一
方
、
原
告
側
は
、
軍

が
あ
っ
た
と
の
証
拠
は
な
い

と
主
張
し
た
。
同
書
は

「
『集
団
自
決
』
に
軍
命
は

な
か
っ
た
」
と
す
る
国
内
の

保
守
層
か
ら
支
持
さ
れ
た

が
、
沖
縄
戦
体
験
者
や
研
究

者
か
ら
は
理
論
的
な
欠
陥
や

矛
盾
が
相
次
い
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
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曽
野
綾
子
さ
ん
死
去

９３
歳

作
家
一文
化
功
労
者

小
説

「神
の
汚
れ
た
手
■
や

エ
ッ
セ
ー

「老
い
の
才
覚
」
で

知
ら
れ
る
作
家
で
、
文
化
功
労

者
の
曽
野
綾
子

（そ
の

。
あ
や

こ
、
本
名
三
浦
知
寿
子
＝
み
う

ら

一
ち
ず
こ
）
さ
ん
が
２
月
２８

日
午
後
２
時
５９
分
、
老
衰
の
た

め
、
東
京
都
の
病
院
で
死
去
し

た
。

９３
歳
。
東
京
都
出
身
。
葬

儀
は
近
親
者
で
行

っ
た
。

聖
心
女
子
大
在
学
中
に
参
加

し
た
同
人
誌

↓
新
！

恩
潮
」
で
、

後
に
文
化
庁
長
官
を
務
め
た
作

家

三
浦
朱
門
さ
ん
と
知

り
合

い
、
結
婚
。
１
９
５
４
年
に

「遠

来
の
客
た
ち
」
が
芥
川
賞
候
補

と
な
り
、
有
吉
佐
和
子
さ
ん
や

瀬
戸
内
晴
美

（寂
聴
）
さ
ん
と

と
も
に

「才
女
時
代
」
の
到
来

と
注
目
さ
れ
た
。

妊
娠
中
絶
の
問
題
を
扱

っ
た

澪

の
汚
れ
た
手
」
や
、
大
久

保
清
事
件
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「天
上
の
圭こ

な
ど
社
会
問
題

を
扱

っ
た
小
説
の
ほ
か
、
濤盃
欲
、

戦
争
な
ど
に
鋭
い
洞
察
力
を
発

揮
し
た
作
品
を
発
表
。
エ
ッ
セ

ー

「誰
の
た
め
に
愛
す
る
か
」

（７０
年
）
が
２
０
０
万
部
を
超

ぇ
、

７０
代
後
半
で
発
表
し
た
「老

い
の
才
覚
」
（
２
０
１
０
年
）

も
■
０
０
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
た
。

獄
配
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
知

ら
れ
、
世
界
の
貧
困
地
域

へ
の

支
援
な
ど
社
会
活
動
に
も
精
カ

的
に
取
り
組
ん
だ
。
保
守
系
論

客
と
し
て
も
積
極
的
に
基

言
し

た

，。「集
団
自
決
」
で

軍
命
を
疑
問
視

「
あ
る
神
話

の
背
景
」
で

曽
野
綾
子
氏
は
１
９
７
３

年
、
「
あ
る
神
話
の
背
景
」
を

出
版
。
渡
嘉
敷
島
の

「集
団
自

決

（強
制
集
団
死
と

で
、
一‐軍

〈
翌

の
存
在
を
疑
間
視
し
た
。

２
０
０
５
年
、
沖
縄
戦
で
座

間
味
島
や
渡
嘉
敷
島
に
駐
屯
し

て
い
た
旧
日
本
軍
の
元
戦
隊
長

と
そ
の
遺
族
が
、
「
沖
縄
ノ
ー

ト
」
の
著
者
の
大
江
健
三
郎
氏

と
発
行
元
の
岩
波
書
店
に
出
版

の
差
し
止
め
や
慰
謝
料
の
支
払

い
な
ど
を
求
め
て
大
阪
地
裁
に

提
訴
し
た
。　

・

原
告
は
主
張
の
根
拠
に

「あ

る
神
話
の
背
景
」
を
引
用
し
た

が
、

１１
年
最
高
裁
が
上
告
を
棄

却
し
、
元
戦
隊
長
側
の
敗
訴
が

確
定
し
た
。
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「神
の
汚
れ
た
手
」

「太

郎
物
語
」
な
ど
の
小
説
や
エ

ッ
セ
ー

「老
い
の
オ
覚
」
の

著
者
で
、
保
守
系
の
論
客
と

し
て
も
知
ら
れ
た
作
家
で
文

化
功
労
者
の
曽
野
綾
子

（そ

の
。
あ
や
こ
、
本
名
三
浦
知

寿
子
〈み
う
ら
ｏ
ち
ず
こ
〉
）

さ
ん
が
２
月
２８
日
、
老
衰
の

た
め
東
京
都
内
の
病
院
で
死

去
し
た
。

９３
歳
だ
っ
た
。
葬

儀
は
近
親
者
で
営
ん
だ
。
夫

は
元
文
化
庁
長
宮
で
作
家
の

故
三
浦
朱
門
さ
ん
。

東
京
生
ま
れ
。
幼
稚
園
か

ら

一
貫
し
た
カ
ト
リ‐
ッ
ク
教

育
を
受
け
、

１７
歳
で
洗
礼
を

受
け
た
。
大
学
時
代
か
ら
同

人
誌

「
新
思
潮
」
に
加
わ

り
、
１
９
５
３
年
に
同
人
の

三
浦
さ
ん
と
結
婚
。

５４
年
、

進
駐
軍
兵
士
ら
を
若
い
女
性

の
視
点
で
捉
え
た

「遠
来
の

客
た
ち
」
が
芥
川
賞
候
補
と

な
っ
た
。

建
設
現
場
で
働
く
技
術
者

ら
の
姿
を
追
っ
た

「
無
名

碑
」

（６９
年
）
や
、
長
男
を

モ
デ
ル
に
し
た
青
春
小
説

「太
郎
物
語
」

（７３
年
）
な

ど
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は
数
多

く
、
小
説
を
通
し
て
宗
教
的

な
問
い
や
社
会
問
題
を
追
究

し
た
。

７９
年
に
は
本
紙
で

「神
の

汚
れ
た
手
」
を
連
載
、
産
婦

人
科
医
を
主
人
公
に
妊
娠
中

絶
を
扱
っ
た
。

８０
年
に
女
流

文
学
賞
に
選
ば
れ
た
が
、
受

賞
を
辞
退
し
た
。

ェ
ッ
セ
ー
の
人
気
も
高

く
ぃ
７０
年
の

「誰
の
た
め
に

愛
す
る
か
」
は
愛
や
結
婚
の

曽
野
綾
子
さ
ん
死
去

作
家
・９３
歳
「老
い
の
才
覚
」

苦
悩
を
つ
づ
っ
て
ミ
リ
オ

ン
セ
ラ
ー
に
。
２
０
１
０
年

の

「老
い
の
オ
覚
」
や
１３
年

の

「人
間
に
と
っ
て
成
熱
と

は
何
か
」
な
ど
で
、
高
齢
化

社
会
で
の
生
き
方
を
描
い

た
。保

守
系
の
論
客
と
し
て
も

知
ら
れ
、

８０
年
代
に
は
子
連

れ
出
勤
を
め
ぐ
っ
て
ア
グ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
や
上
野
千

鶴
子
さ
ん
ら
と
論
争
し
た
。

９７
年
に
吉
川
英
治
文
化

賞
。
日
本
船
舶
振
興
会

（現

ｏ
日
本
財
団
）
の
会
長
も
務

め
た
。
芸
術
院
会
員
。

０３
年

に
文
化
功
労
者
。

１２
年
に
菊

池
寛
黛
。
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フ
リ
カ
の
部
族
対
立
と
虐
殺
を

描
い
て
人
間
存
在
の
根
源
に
迫

っ
た
。
他
の
小
説
に
、
家
族
や

教
育
が
テ
ト
マ
の
「虚
構
の
家
」

「太
郎
物
玉
盟

な
ど
。

エ
ッ
セ
ー
も
人
気
を
博
し
、

「誰
の
た
め
に
愛
す
る
か
」
（７０

年
）
は
女
性
を
中
心
に
大
ヒ
ッ

ト
し
た
。
「老
い
の
才
覚
」

「人

間
に
と

っ
て
成
熱
と
は
何
か
」

も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
社

会
活
動
に
積
極
的
で
、
著
作
を

通
じ
て
信
仰
に
尽
く
し
た
功
績

で
７９
年
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら

バ
チ
カ
ン
有
功
十
字
敦
章
を
受

け
た
。

９５
～
０５
年
に
日
本
船
舶

振
興
会
（現
。日
本
財
団
）
の
会

長
を
務
め
、
教
育
や
司
法
な
ど

の
審
議
会
委
員
も
歴
任
し
た
。

９８
年
日
本
芸
術
院
会
員
。

０３
年

文
化
功
労
者
。

１２
年
菊
池
寛
賞
。

９３
歳
「神
の
汚
れ
た
手
」「天
上
の
青
」

カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
背
景
に

人
間
の
欲
望
や
社
会
問
題
へ
の

鋭
い
洞
察
を
込
め
た
小
説
を
執

筆
し
、
保
守
派
の
論
客
と
し
て

も
知
ら
れ
た
作
家
、
曽
野
綾
子

（そ
の

。
あ
や
こ
、
本
名

・
三

浦
如
寿
子
Ｈ
み
う
ら

。
ち
ず

こ
）
さ
ん
が
２
月
２８
日
、
老
豪

の
た
め
死
去
し
た
。

９３
歳
０
葬

儀
は
近
親
者
で
営
ん
だ
。

１
９
３
１
年
、
占
仝
承
生
ま
れ
。

聖
心
女
子
学
院
高
等
科
２
年
時

に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け

た
。

５０
年
、
聖
心
女
子
大
英
文

科
に
入
学
し
、
文
芸
誌

「新
思

潮
」

（第
１５
次
）
に
参
加
。
在

学
中
の
５３
年
、
同
誌
同
人
で
当

時
は
日
本
大
芸
術
学
部
助
教
授

だ

っ
た
作
家
の
三
浦
朱
門
さ
ん

（２
０
１
７
年
死
去
）
と
結
婚

し
た
。

日
本
の
敗
戦
直
後
に
進
駐
軍

が
接
収
し
た
ホ
テ
ル
で
の
日
本

人
従
業
員
と
米
軍
人
ら
の
日
常

を
描
い
た

「遠
来
の
客
た
ち
」

を
５４
年
に
発
表
。
芥
川
薫
候
補

と
な

っ
て
文
壇

に
デ
ビ

ュ
ー

し
、
有
吉
佐
和
子
さ
ん
と
と
も

大
衆
性
持
つ
小
説

文
芸
評
論
家
、
富
岡
幸

一
郎

さ
ん
の
話
　
優
し
い
人
柄
だ

っ

た
が
、
話
し
ぶ
り
は
明
晰

（め

い
せ
き
）
で
筋
が
通
づ
て
い
た
。

ク
リ
ス
チ

ャ
ン
と
し
て
旧
約
聖

書
を
よ
く
読
ん
で
お
り
、
人
間

の
悪
や
欲
望
な
ど
を
捉
え
る
明

確
な
ま
な
ざ
し
を
持

っ
て

い

た
。
ル
ワ
ン
ダ
や
イ
ン
ド
な
ど

に

「才
女
時
代
」
と
し
て

一
世

を
離
匹
し
た
。
夫
の
三
浦
さ
ん

ら
と
と
も
に

「第
三
の
新
人
」

と
呼
ば
れ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
や
ョ
ー
ロ
ッ
パ

を
旅
し
、

６２
年
に
は
中
南
米
を

思
わ
せ
る
架
空
の
独
裁
国
を
舞

台
に
革
命
や
移
民
問
題
を
通
じ

「

″

ヽ

て
日
本
の
島
国
根
性
を
風
刺
し

た

「リ
オ

・
グ
ラ
ン
デ
」
を
刊

行
。

６９
年
発
表
の

「無
名
碑
」

は
初
め
て
根
底

に
宗
教
を
据

え
、
家
族
の
喪
失
や
難
工
事
に

直
面
す
る
土
木
技
師
を
描
き
切

っ
て
飛
躍
を
果
た
し
た
。

「神
の
汚
れ
た
手
」
（８０
年
）

は
妊
娠
中
絶
や
人
工
授
精
を
題

材
に
生
命
を
見

つ
め
、
高
い
評

価
を
得
た
。

「時
の
上
ま

っ
た

赤
ん
坊
」

（
８４
年
）
は
ア
フ
リ

カ
の
修
道
院
付
属
産
院
を
舞
台

に
黛
し
さ
と
豊
か
さ
を
聞
い
、

「天
上
の
青
」

（
９０
年
）
は
殺

人
鬼
を
主
人
公
に
し
て
、
い
ず

れ
も
毎
日
新
聞

に
連
載
さ
れ

た
。

「衷
歌
」
パ
０５
年
）
は
日

本
人
修
道
女
を
主
人
公
に
、
ア

世
界
各
地
に
行

っ
て
直
面
し
た

現
実
を
大
事
に
し
て
物
を
書
い

た
。
社
会

・
政
治
問
題
に
つ
い

て
エ
ッ
セ
ー
で
鋭
く
洞
察
し
た

が
、
追
い
詰
め
る
の
で
は
な
く
、

間
題
を
他
者
と
共
有
で
き
る
よ

う
な
筆
さ
ば
き
だ

っ
た
。
悪
や

自
由
を
題
材
に
し
た
小
説
は
純

文
学
な
が
ら
大
衆
性
を
持

っ
て

い
る
。
小
説
家
と
し
て
再
評
価

さ
れ
る
べ
き
だ
。



口 八 紅 渫 新 簡 2025年 (令和 7年)3月 5日 (水 曜 日 )

宗
教
や
戦
争
、
社
会
問
題

を
題
材
に
し
た
小
説
や
老
い

に
つ
い
て
つ
づ

っ
た
エ
ッ
セ

ー
で
知
ら
れ
る
作
家
の
曽
野

綾
子

（そ
の

。
あ
や
こ
、
本

名
＝
三
浦
知
寿
子
＝
み
う
ら

。
ち
ず
こ
）
さ
ん
が
２
月
２８

日
午
後
２
時
５９
分
、
老
衰
の

た
め
、
東
京
都
の
病
院
で
死

曽
野
綾
子
さ
ん
死
去

歳

作
家
、
「神
の
汚
れ
た
手
」
９３

去
し
た
。

９３
歳
だ

っ
た
。

葬

儀
は
近
親
者
で
行

っ
た
。

大
学
生
の
時
に
作
家
の
三

浦
朱
門
さ
ん
と
知
り
合
い
、

結
婚
。

「
神
の
汚
れ
た
手
」

な
ど
社
会
問
題
を
扱

っ
た
小

説
を
発
表
し
た
。
エ
ッ
セ
ー

「
誰
の
た
め
に
愛
す
る
か
」

「
老
い
の
オ
覚
」
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な

っ
た
。

日
本
船
舶
振
興
会

（現
日

本
財
団
）
会
長
な
ど
を
歴
任
。

社
会
活
動
に
も
精
力
的
に
取

り
組
ん
だ
。
日
本
芸
術
院
会

員
。
文
化
功
労
者
。

β・
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小
説

「
神
の
汚
れ
た
手
」
や

エ
ッ
セ
ー

「老
い
の
才
覚
」
で

知
ら
れ
る
作
家
で
、
文
化
功
労

者
の
曽
野
綾
子

（
そ
の

・
あ
や

こ
、
本
名
三
浦
知
寿
子
＝
み
う

ら

・
ち
ず
こ
）
さ
ん
が
２
月
２８

・日
、
老
衰
の
た
め
死
去
し
た
。

９３
歳
。
東
京
都
出
身
。
葬
儀
は

近
親
者
で
行

っ
た
。

聖
心
女
子
大
在
学
中
に
参
加

し
た
同
人
誌
「
新
思
潮
」
で
、
後

に
文
化
庁
長
官
を
務
め
た
作
家

三
浦
朱
門
さ
ん
と
知
り
合
い
、

結
婚
。

５４
年
に

「
遠
来
の
客
た

ち
」
が
芥
川
賞
候
補
と
な
り
、有

吉
佐
和
子
さ
ん
や
頼
戸
内
晴
美

（寂
聴
）
さ
ん
と
と
も
に

「
才
女

時
代
」
の
到
来
と
注
目
さ
れ
た
。

妊
娠
中
絶
の
問
題
を
扱

っ
た

「
神
の
考
れ
た
手
」
や
、
大
久

保
清
事
件
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
天
上
の
青
」
な
ど
社
会
問
題

を
扱

っ
た

小
説

の
ほ

か
、
宗

教
、
戦
争
な
ど
に
鋭
い
洞
察
力

を
発
標
し
た
作
品
を
発
表
。

エ

ッ
セ
ー

「
誰
の
た
め
に
愛
す
る

か
」

（
７０
年
）
が
２
つ
０
万
部

を
超
え
、
７０
代
後
半
で
発
表
し

た
「老
い
の
才
覚
」
（２
０
１

０
年
Ｙ
も
１
０
０
万
部
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

１
９
９
５
年
か
ら
日
本
船
舶

振
興
会

（現
日
本
財
団
）
会
長

を
約
１０
年
間
務
め
た
。
敬
虔
な

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
知
ら
れ
、
世

界
の
貧
困
地
域
へ
の
支
援
な
ど

社
会
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り

組
ん
だ
。

７９
年
に
は
ロ
ー
マ
教

皇
か
ら
バ
チ
カ
ン
有
功
十
字
勲

章
を
受
章
。
保
守
系
論
客
と
し

て
も
積
極
的
に
発
言
し
た
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

９７
年
に

海
外
邦
人
宣
教
者
活
動
援
助
後

援
会
の
代
表
と
し
て
、
吉
川
英

治
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
他
の

著
作
に

「
太
郎
物
語
」
や
エ
ッ

セ
ト

「
人
間
に
と

っ
て
成
熟
と

は
何
か
」
な
ど
。
お
し
ど
り
夫

婦
と
し
て
知
ら
れ
た
三
浦
さ
ん

と
の
共
著
も
多
い
。

◇

曽
野
綾
子
さ
ん
は
１
９
６
８

年
７
月
～
６９
年
１２
月
、
本
紙
タ

刊
に

コ
ラ
ム

「
放
射
練
」
を
連

載
し
た
。

曽
野
綾
子
さ
ん
死
去
監

貯
歳
「神
の
汚
れ
た
手
」
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曽
野
綾
子
さ
ん
死
去

攀

「神
の
汚
れ
た
手
名
老
い
の
才
覚
」

小
説

「神
の
汚
れ
た
手
」
や
エ

ッ
セ
ー

「老
い
の
才
覚
」
で
知
ら

れ
る
作
家
で
、
文
化
功
労
者
の
曽

野
綾
子

（そ
の

。
あ
や
こ
、
本
名

三
浦
知
寿
子
＝
み
う
ら

ｏ
ち
ず

こ
）
さ
ん
が
２
月
２８
日
午
後
２
時

５９
分
、
垂
豪
の
た
め
、
墓
承
都
の

歳癬
で
序裟
Ｅ
た
。

９３
歳
。
墓
爪

都
出
身
。
葬
儀
は
近
親
者
で
行

っ

た
。
　

　

【
関
連
記
事
２５
面
に
】

聖
心
女
子
大
在
学
中
に
参
加
し

た
同
人
誌

「新
思
潮
」
で
、
後
に

文
化
庁
長
官
を
務
め
た
作
家
三
浦

朱
門
さ
ん
と
知
り
合
い
、
結
婚
。

５４
年
に

翌
遷
来
の
客
た
ち
」
が
芥

川
賞
候
補
と
な
り
、
有
吉
佐
和
子

さ
ん
や
瀬
戸
内
晴
美

（寂
聴
）
さ

ん
と
と
も
に

「才
女
時
代
」
の
到

来
と
注
目
さ
れ
た
。

妊
娠
中
絶

の
問
題
を
扱

っ
た

澪

の
汚
れ
た
手
」
や
、
大
久
保

清
事
件
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「天

上
の
青
」
な
ど
社
会
問
題
を
扱

っ

た
小
説
の
ほ
か
、
宗
教
、
戦
争
な

ど
に
鋭
い
洞
察
力
を
発
揮
し
た
作

品
を
発
表
。
エ
ッ
セ
ー

「誰
の
た

め
に
愛
す
る
か
」

（７０
年
）
が
２

０
０
万
部
を
超
え
、

７０
代
後
半
で

発
表
し
た

「老
い
の
才
覚
」

（２

０
１
０
年
）
も
１
０
０
万
部
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

１
９
９
５
年
か
ら
日
本
船
舶
振

脚鮫
翔腺
町騨
漿
錦

盤

露

羅

露

露

離

観

露

露

疑

Ｅ

霊

覆

チ
ャ
ン
で
知
ら
れ
、
世
界
の
貧
困

地
域

へ
の
支
援
な
ど
社
会
活
動
に

も
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。

７９
年

に
は
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
バ
チ
カ
ン

有
功
十
字
勲
章
を
受
章
。
保
守
系

論
客
と
し
て
も
積
極
的
に
発
言
し

た
。日

本
芸
術
院
会
員
。

９７
年
に
海

外
邦
人
宣
教
者
活
動
援
助
後
援
会

の
代
表
と
し
て
、
吉
川
英
治
文
化

賞
を
受
賞
し
た
。他
の
著
作
に
「太

郎
物
章
翌

や
エ
ッ
セ
ー

「人
間
に

と

っ
て
成
熟
と
は
何
か
」
な
ど
。

お
し
ど
り
夫
婦
と
し
て
知
ら
れ
た

三
浦
さ
ん
と
の
共
著
も
多
い
。
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２
月
２８
日
に
死
去
し
た
作
家
の

曽
野
綾
子
さ
ん
は
、
中
曽
根
康
弘

内
閣
時
代
の
１
９
８
４
年
か
ら
８５

年
に
か
け
、
政
府
が
開
い
た

「閣

僚
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
関
す

る
懇
談
〈
歪
　
繕

国
懇
）
で
、
閣

僚
の
公
的
参
拝
は

日
遅
憲
と
考
え

る
」
と
主
張
、
保
守
論
者
と
さ
れ

る
作
家

の
意
外
な

一
面
を
見
せ

た
。
信
濃
毎
日
新
聞
が
２
０
１
９

年
に
情
報
公
開
請
求
し
、
初
め
て

開
示
さ
れ
た
議
事
録
で
分
か

っ

た
。
　

　

　

　

　

【
２７
面
参
照
】

靖
国
懇
は
曽
野
さ
ん
の
ほ
か
駒

ケ
根
市
出
身
の
憲
法
学
者
、
芦
部

信
喜
さ
ん
ら
各
界
を
代
表
す
る
計

‐５
人
が
委
員
に
な
り
、
戦
後
初
め

て
首
相
ら
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

の
是
非
を
議
論
し
た
。

曽
野
さ
ん
は
８５
年
２
月
の
第
７

回
会
合
で
、

「私
は
全
く
法
律
知

識
を
持
た
な
い

一
人
の
お
か
み
さ

ん
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ま
た

一
キ
リ

ス
ト
者
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
前
置

き
し
、
憲
法
２０
条
の
政
教
分
離
原

則
を
念
頭
に
違
憲
論
を
展
開
。
▽

靖
国
神
社
が
昭
和
２７
（１
９
５
２
）

年
に
宗
教
法
人
と
し
て
自
ら
申
請

し
た
責
任
が
あ
る
▽
神
道
に
よ
る

神
社
の
形
式
を
取

っ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
明
ら
か
に
特
定
の
宗
教
を

持

つ
神
社
▽
宗
教
色
は
な
く
、
た

だ
伝
統
行
事
を
行
う
、
慰
霊
を
行

う
場
所
だ
と
い
う
こ
と
に
は
無
理

が
あ
る
―
な
ど
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で

「全
く
宗
教
と
関
係

の
な
い
記
念
配

の
設
立
」
を
提

案
。

「そ
の
と
き
に
、
は

っ
き
り

と
総
理
並
び
に
閣
僚
、
公
務
員
の

公
式
参
拝
が
実
現
で
き
る
」
と
し

た
。議

事
録
の
開
示
後
、
本
紙
は
曽

野
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
申
し

込
ん
だ
が

「大
切
な
こ
と
な
の
で

簡
単
に
答
え
ら
れ
な
い
」
な
ど
と

断
ら
れ
た
。
第
７
回
会
合
の
議
事

録
は
本
紙
連
載
を
ま
と
め
た
本

理
戸
部
信
喜
　
平
和

へ
の
憲
法
学
」

（岩
波
書
店
）
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。

（型

賓

埠
審

建

曽
野
さ
ん
門
僚
参
拝
「連
憲
」

中
曽
根
内
閣
時
代
の
靖
国
懇
で
主
張

本
紙
公
開
請
求
の
議
事
録
に


